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町 のみなさんに 
年始のあ いさつを 
胡前 ぎゃらり一でし 
ませんか ? 平成Ⅱ 年 
  月 T4 日 ( 木 ) から 2  週 
間 、 みなさんの " 手作 
9 年賀状 " を 展示しまう。 
どしどし応募ください。 

  
絵 や文 ，   f: 、 版画や写真など 

作品の内容は 自由です。 1 点の作品にはがきを 10 枚 まで使用す ; 
ことができます " 工夫して楽しい 年賀状を作りましょう 0 円貨Ⅱ 

0 表に氏名、 年齢、 住所、 行政区を蕾いてください。 
宛 先 〒 811-4233 岡垣町役場「駅双ぎやらり 一年賀状 展 」 係 まて 
応募締切 平成 11 年 -1 月 4 日必着 
問い合わせ 町長公室企画調整 係へ 
来年 打状 人気投票を行い、 人気作品 ヒ 位の応尊者と 投 梨音の中から 抽五 
で 囲垣 W テレフォンカードをプレゼントします ，また、 駅双ぎゃら       

  

展 小の際の イ、 一 
そのまま展示しますので 隼典人りの年賀状や 住所や電話番号が ぺ -- 

  都合な人は応募しないでください。 個人に宛てた 内容は 、 さ けてくだ 

さい・ 2 枚 以ト ．の年賀状を 使用した作品は、 なるべく持参してくださ 
い 0 ( はがきのガ向や 順番があ るため )   
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で
 さ
る
こ
と
を
 

ガ
 ん
ぼ
り
 
芝
 い
と
思
い
ま
す
。
 

束
 に
い
じ
め
 

ガ
 あ
れ
ば
・
 

「
き
ん
な
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
や
め
ろ
」
と
言
い
 

西
 に
ご
み
 
ガ
 落
ち
て
い
れ
 

ば
、
 

き
っ
と
拾
っ
て
ご
み
入
れ
に
捨
て
 

｜
 

北
に
ホ
イ
捨
て
を
し
て
い
る
人
 

ガ
 い
れ
 
ば
、
 

「
ち
ょ
っ
と
 

ガ
 ま
ん
し
ろ
よ
『
・
」
と
 

吉
い
 

 
 

か
け
る
。
 

さ
ん
 
棲
 自
分
に
杣
は
甘
 

り
俺
 
い
と
思
い
ま
す
。
 

未
来
は
 
、
仙
 
た
ち
の
世
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
 

杣
 た
ち
の
「
生
き
る
力
」
 

ガ
 ・
未
来
を
つ
く
る
の
で
 

す
 。
 

在
ガ
な
胆
 

ガ
、
且
ガ
は
 

自
然
を
作
り
ま
す
。
 

二
十
一
世
紀
 

は
 ・
 
僕
 ら
の
舞
台
。
 

二
十
一
世
紀
の
主
役
 

は
 、
 
杣
芝
ち
 
。
 

巨
 て
い
て
く
だ
さ
い
。
六
人
の
み
ば
さ
ん
 

コ
 

平
成
Ⅵ
坪
田
 

目
乃
日
 

ロ
 
"
 

 
 

」
に
参
加
し
 

 
 

話
し
台
っ
て
 

き
ま
し
た
。
 

 
 

 
 

よ
り
よ
い
囲
垣
き
つ
く
る
た
め
に
・
 

平
和
な
社
会
き
つ
く
る
た
め
に
・
 

 
 

ガ
 ん
ぼ
り
 

芝
 

i
 

簿
は
 

  

」
 
 
 

道
徳
の
 

す
る
 拉
 々
 

て
 招
き
、
 

た
 講
話
を
 

供
た
ち
は
 公

用
授
業
は
、
地
域
で
活
 母
 

な
 人
た
ち
を
外
部
拓
郎
と
し
 

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
生
か
し
 

子
供
た
ち
に
し
ま
し
た
。
 子
 

今
ま
で
の
自
ら
の
体
験
を
振
 

八
ん
ん
ん
 

3
 く
 く
さ
 

6
 市
 也
帆
 

す
音
 裕
麻
 

青
松
山
高
 

を
 Ⅰ
青
北
 目
 

つ
 

後
半
は
、
会
場
を
岡
 垣
 サ
ン
リ
ー
ア
 

イ
に
 移
し
、
全
体
会
と
し
て
こ
と
も
 体
 

験
 発
表
、
ふ
れ
あ
 い
 座
談
会
、
な
ど
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ふ
れ
あ
 い
 座
談
会
は
、
子
供
た
ち
の
 

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
、
私
た
ち
 

人
人
は
ど
 う
 す
れ
ば
 よ
い
か
 を
テ
ー
マ
 

に
 フ
リ
ー
ト
ー
タ
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
 

た
 。
パ
ネ
ラ
ー
は
、
刀
杖
 功
 W
 長
 、
横
 

山
 正
幸
福
岡
 枚
 音
大
学
教
授
、
保
証
 音
 

代
表
の
松
本
稚
子
海
老
津
山
 P
T
A
 副
 

会
長
・
池
田
丈
子
囲
垣
 中
 P
T
A
 副
会
 

畏
 、
地
域
代
表
の
高
山
 弘
甘
 少
年
健
全
 

育
成
町
民
会
話
会
長
、
学
校
代
表
の
野
 

中
 真
如
吉
木
山
校
長
・
 宮
庵
佗
帝
岡
垣
 

中
 校
長
の
 7
 人
・
 

「
 
珪
 か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
は
 悠
 

動
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
で
 

は
 国
内
外
短
期
留
学
専
業
な
ど
、
子
供
 

た
ち
に
感
動
を
与
え
る
事
業
を
ま
す
ま
 

す
 進
め
て
い
き
た
い
。
」
や
「
親
は
不
 

安
を
抱
え
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
。
 

P
T
A
 活
 劫
な
ど
で
親
同
士
が
描
 報
交
 

換
 を
す
る
こ
と
が
大
切
。
 ト
 な
ど
、
 そ
 

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
立
見
が
無
心
に
 

語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
 仮
 後
に
日
高
 

廟
祝
さ
ん
（
 岡
中
 2
 手
）
、
吉
松
岳
志
 

く
ん
（
内
浦
山
 6
 年
一
、
北
山
俗
世
く
 

ん
 
宝
 Ⅰ
水
心
 6 年
）
に
よ
り
「
囲
垣
こ
 

ど
も
宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
二
十
 

-
 世
紀
を
担
う
若
者
と
し
て
の
決
意
を
 

高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。
 

現
在
社
会
に
お
い
て
子
供
を
取
り
巻
 

く
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
学
 

校
と
地
域
、
そ
し
て
寒
庭
が
一
体
と
な
っ
 

た
取
り
組
み
の
一
つ
ひ
と
つ
に
よ
っ
て
・
 

解
決
す
る
手
掛
か
り
を
見
つ
け
出
せ
る
 

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
 

を
 示
し
て
く
れ
た
発
表
会
で
し
た
。
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ヱ 
 
 

め
 

る
 1 

り
 返
り
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
 

行
い
、
育
成
会
や
区
長
会
の
協
力
を
得
 

ま
し
た
。
ま
た
、
 2
 年
生
の
体
験
活
動
 

は
、
企
画
か
ら
実
施
ま
で
生
徒
た
ち
が
 

で
 地
域
の
人
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
 い
 、
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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廿ぷ 

内
浦
 山
 3
 年
生
、
吉
木
山
 6
 年
生
、
海
 

老
漢
 小
 3
.
6
 年
生
、
両
 垣
中
 1
.
3
 

年
生
の
道
徳
公
用
授
業
、
岡
 垣
中
 2
 小
 

生
の
伸
 験
 活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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  八ロウィンパーティー 
  

アメリカ合衆国の 伝統的な子供のお 怒り、 " 八ロ ウ 「 ン " ( @0Jj3l 

日 ) を 知ってもらお うと 25 口、 東部公民館で、 国際交流 貝 ボ ー パン 

の 企画により " 八ロウィンパーティー。 が開かれました ， 

この日参加した 小学 1 年生から中学 1 年生までの 約 ao 畑ょ、 ぞれ 

そ れえ女やカイコッな ビ， 思 い田い の仮装をし、 お世話をするボラン 

テイアも参加して 八ロウィ : ィ一を盛り上げました。 
パーテイ一で @ よ 「 ザ ・ ミ 

イ ラゲーム   l 「 リ， 」 ナ一 

ム 」「カボチャ び ) 肚幻 Ⅱ り 」 

と、 様々なゲームをしで、 

仮 後にⅠ Trick  or  Tro ょ L 

( トリ y クカ   ア トリート ) 

と 言いって、 部屋を周りま 
  Ⅹ」 ， 。 
  トイ 

  掻 Ⅰ 

Ⅰ
 -
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一
 

違漣曄摯 
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始皇帝の兵馬 ガ 駆ける 

新進作家 江源 個展 
  

岡垣 サンリーアイで 10 月 18 日まで中国の 新進 
作家 江 源さんの個展が 昨年に引き続き 開かれま 
した。 

江海きんは、 中国広西省に 生まれ 10 年ほど前 
に日本へ留学、 熊本大学、 東京芸術大学で 研究 
と創作活句なして．現在は 創作拠点を福岡に 移 
し 材 力的に活劫を 行っています。 
Snnn 年 以上前から始皇帝とともに 大地に眠っ 
ていた兵馬たち " 兵馬 儂 " を創作テーマにし、 

日本の金栢などを 取り入れた絵画の 数々が展示 
されました。 
江 源さんは [ 台風の杉 咄で 心配しましたがた 
くさんの人に 作品を見てもらい 岡垣 W の皆さん 
の元気で温かい 気持ちが伝わってきました、 ま 
た、 岡垣で 個展を開きたいと 思っています。 」 

と商ってくれました。 

  

  

  

圧 空大臣表彰を 受 宜 で 
    

" 甲       

食生活改善推進会 

岡垣町食生活改善推進会 ( 早川八 
京子会長、 会見 161 お， ) が W0 月 23ll 、 

 
 

岩手県花巻市で 開催された平成川や・ 
度 全国食生活改善大会で、 地域住民 
の食生活改 蕃 向上及び 佳珪 明達に大 
きく 穏俄 したということから 栄養 曲 
係 功労者厚生大臣 垂 杉を受けました。 
黄 生活改善推進会は、 昭和 52 手技 
立 以来、 高齢者や障害者、 小学生な 
どを 対集 とした 各ね 料理教室、 広報 
への健康料理の 掲俄 、 高齢独居者に 

付する給食サ ーヒ スなど、 皆さんの 
椎ま づくりのために 様々な食生活改 
蕃活 助を進めてきました。 今回の受 
穴 はそのことが 高 く評価されたもの 
です。 
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イ
 

下
姓
，
 

自
由
 

  
  

に
 生
け
よ
 

ぶ係 ;   
フっ葮 

ノ弛卜ギ， ㌧： 
  

う 

 
 
声曲小学 枕 の梅吉クラプ 拮劫 で、 初めで 

地域の人に蕃茄さしてもら め 生花教室か l0 

月 7 日に行われました。 

  

ク甘プ の人 牡は 、 小学 4 . 6 年 

生の 6 人で， 牡 爾は老人クラプ 時 

余 舶 入部 到 金玉有吉 ケサエ さん 
(% 高田 ) でした。 有吉さんは「小 
学校で教室をするのは 初めて、 億 

株教育、 心の勉強として 受けとめ 

てほしい」と 持ってくれました。 
みんな小別れ 々手 つきながらわ 

いわいと楽しそうに 花を生けてい 

ました。 

は群， 
 
 ワ
 

  

  

  

翠 

  
レ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
 

第
 2
 回
岡
垣
町
防
犯
人
 4
 
口
 

襲雛 

全国的にさまざま 

な 犯罪が発生してい 
る 中、 J 口 罪 防止と明 
るいまちづくりのた 
め 、 第 2 回防犯大会 
が 10 月 31 日 脚垣 サン 
リーアイで 憶催 きれ 

この日番 如 した人 

す れ浅碑 

  

  

く 

り 

を 

Ⅱ
 

; ょ Ⅳ On 人 、 体験辞表や 1,8 キロメートルの 姓 。 /) りを " 
レート、 l 。 ⅡⅠ田中学校 吹珪 楽部も彊 和 し、 防犯。 呼ぴ か 

けま l た 

姉入会 公 に木原伸子さんか「 卸   l の把捉 冊俺は、 助 
ない子どもを 甘隼 とした 盧 侍や、 俺力 団による民事介 
人事件、 薬物によ石柱入米迎コ 件樺 多く見暁け与れ、 
鹿 城田 甘 ，協力して 犯 卑を発生させないまちづくりを 
進めていきましょう ， 」と力強く大会金言をしました。 
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  人格神 前売Ⅰ 800 円 当日二脚 0 円 
商 チケットは、 岡垣 サンリーア イ にて発光中 
向い合わせ 有持 010 一部 7 一 57 館または 

Ⅲ 山ウ且 g 一 al サ 9 

車いすなど 

0% 肛 
国捺 的な奉仕団体、 遠 賀ぅ 
イオンズクラプより 車いす 印 

台などの 甘離 があ りました。 
この車いすは、 今後、 社会 

  福祉 窩億会 で貸し出しなどに 

利用します。 

4 3 
力 Ⅰ 19 人 人 第 とき 三位 準優勝 優勝 ところ 抜 抜 

回 き き   野 福山海松 10 
「 五 f 氏 赤埴 市 岩川古田林君 

城州川崎 村 茸山 丸 

伍浩 仁人武州 典 
薄柿親分点秋子 輯 

セ ズ 
  
タ ス 。 

  
  

） 

上 6 6  5 6  5 と と 第 中 中 
年 年 年 年 こ 学 学 

川 手 千 千 

芋虫ル芋 : ル美ス ま人 行 立（ 
は菜ス ス 

下 町 
12 
甘口 

1 。 2   神典子 郎 英 ・ （高山 ） 方 
真和   

キ ぬ 欲 淡 竹 小 若 浜 な 几 宅 

項 欽 出 0  尾 西 飾 萄 囲 妹 紀 
も と せ   
よ い ば や潮 れ釣 叩 * 降る りて 氷 見 頼 っ ろ     0  %  狩 安 に %  分 み 
し 語 ん 几 メ百 背 ・ l 子 け し { は な 親 子 仁 舶 坪 祈 が た ね 私 

頓 知 耳 も え を 願 れ %.  跨 挽 
と り 卜 Ⅰ 几 し @,, 魍 」 す 七 の 

才 な や 上 甘 没 日 進 愁杉 五 % 
中上山が エな 検 げ り 枯る 星加 福標 神 忌ム三老 王 
村 古本ら 藤い 毛 を矢 り凡 小 止 ， 谷か 

な 久 
吋廣 

竹 本 柏 春 美 人 野沖 ナ寸土焦れ 子 7  % 七 キ 雄 と 酊 一 双子 り 毛 子 伐 子 思 

  

椎
今
 ，
」
 

伊
 仮
山
 

、
 /
 

ノ
ト
 ：
 

し
目
 Ⅹ
 コ
 

戸 ; 

/
 

⑯
 
 
 

Ⅱ 
ど 

  

く 

      

  

の 

  @ Ⅰ Ⅰ 
シ冬 

く 0 

三
位
中
西
い
つ
か
 

 
 

中
学
生
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二
位
高
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相
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と
こ
ろ
高
倉
神
社
坑
内
 

5
 人
抜
き
椛
島
社
史
 

田
中
 
沙
苗
 ，
大
谷
香
車
）
 

小
学
生
兵
子
の
部
 

松
尾
 祥
吾
 

三
位
白
雲
練
成
会
 
A
 
 
（
塩
川
 

恒
 

ぬ
留
 品
詞
 

ぽ
 ，
赤
城
仁
平
・
伊
藤
拓
也
・
 

辻
 

大
谷
 有
 里
 

ボ 

ツ 

 
 

一
 
議
 

鮮
度
よ
き
 

冊
ま
 
乱
す
航
空
シ
ョ
ー
 

氷
野
和
子
 

手
の
甲
に
う
く
る
接
待
 

杖
 通
路
 

宮
内
芳
子
 

%
 安
 裾
す
 
0
 切
れ
し
 
蛾
 若
干
す
 

千
々
神
キ
泉
子
 



  睦も のきわ や か勒 「 
 
   

 
 

す
 。
さ
 

だ
 

て
 く
 

一
て
 

ナ
し
 

一
介
 

コ
揮
 

8
6
A
 

す
者
廿
 

介
音
 十
 

招
 
を
 
か
な
 
簡
 
l
.
t
 

者
や
ば
 

若
わ
即
 

な
さ
 桂
 

か
 め
 

わ
構
冊
 

さ
や
・
 

駒
鏑
肝
 

  

  

  

Ⅹ 

ち士 

「 レ 
  レ  
 宮古 成 湘 Ⅱ 之 さん。 2 。 歳 ・ 白 ":; 。 " 

レインボーモータースクール 勤務 

今月のさわや ガ さんは、 パイクで世界 

中を制覇するのが 夢だという自動車教習 
所で安全運転・ 交通指導を行っている、 

宮城さんの登場です。 

Ⅰ仕事のほうは ? 

措辞 貝 となっで 3 坪目ですが、 「正伝」を救え 
るとなると、 用、 ，たル ．上に大変でいつも、 四苦 

八苦しています   

Ⅰ仕事で充実しいるこ き は ? 

教習生に、 自分の言ったごとがうまく 伝わっ 

で、 運転がうまくできたとき 

Ⅰ性格 は ? 

友人からは、 「お人好し、 優柔不断やね」と よ 
{ ， ; われまず…が つ l.l 分ではかなり い い感じだ 

と， ばいます       

Ⅰ休みの日は 何をしてまヲガ ? 

                            じっとしでいるのがいやなので、 存から 

秋は林道をツーリンバ・ゴルフ、 冬 ょ ス、 キ を 

l 一でいます。     

Ⅰ自己 PR を 

  遥 転 じ ついで、 Ⅲ，ていることや 質問があ っ 

たら、 聞いでください - バックアップします。 

「れなさん安全運転を 心がけましょう． / 」 

適
切
と
 迂
 ぴ
 

を
安
堵
さ
せ
 

晩
秋
の
夕
日
 

波
の
音
開
く
 

失
い
し
 記
咄
 

「
 治
 っ
て
 ゆ
 @
 

大
正
琴
弾
き
 

か
り
し
目
よ
 

何
も
か
も
 拝
 

照
の
中
日
さ
 抜

か
れ
た
 対
 穏
も
民
の
Ⅰ
 

る
や
 

三
宅
敏
夫
 

沈
み
し
砂
浜
に
海
と
神
す
 

西
村
光
代
 

時
戻
る
か
，
長
病
み
の
几
は
 

け
よ
 Ⅰ
と
・
か
と
 吉
 ふ
 

%
 
水
和
子
 

つ
つ
正
株
ロ
ず
 
さ
め
ぱ
 勿
 

み
が
え
り
来
る
 

岩
谷
和
子
 

止
を
し
た
 ろ
 到
の
間
を
残
 

ぎ
の
 件
つ
 佐

々
木
百
合
子
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M
 日
に
広
島
県
立
 棚
 合
体
育
館
で
開
催
 

さ
れ
る
第
 7
 回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
 

密千 

・ トノ 

） 

  
た 今 な秋 に 岡 4% 正 は 浦 
明 9  色 汚 稲垣     肝 円 位 ぷ， 

  



  辛 " 。 "' 目 4 れ Ⅲ   へ， 「 み Ⅰ         Ⅰ 目 田 ! 由 ⅠⅠⅠ・Ⅰ 一 Ⅰ @ Ⅰ ト 朋 =; ごコ丁止 
ln 月 24 日 ( 土 ) ～㎝ 日 ( 土 》の 7 泊 8 日、 町内各小学校の 5 . 6 年生 17 人 か   
老人憩の家「若潮 荘 」 て 行われた通学合宿「夢の 体験 塾 」に参加しました。 
この事業は、 夢の体験 塾 実行委員会の 主催 て 平成 m0 年 l0 月がら平成 ll 年 l 月に 
かけて 5 回行われます。 
参加した子供 た ちほ、 慣れない環境 て 生活する ぅ えに、 調理や洗擢など 身の周 
りのことほ全て 自分てやらないといけませ れ 。 そのため、 戸惑うことや 壁にふっ 

かることか数多くあ りましたか、 仲間と協力することて 老の困難を乗り 越え、 l7 人 
全員がひとまねり 大きく成長したように 見受けられました。 

  
  
出会い 

ふれあ い 
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参加者と指導者で 記念写真 [ イェー イ グ ロ 

「
夢
の
体
験
 塾
 」
 

参
加
者
の
感
想
 

小
早
川
さ
お
り
さ
ん
（
海
老
津
山
 6
 年
 一
 

は
じ
め
で
の
人
と
友
達
が
で
き
て
、
 ぅ
 

れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、
お
母
さ
 

ん
 め
く
ら
う
が
わ
か
っ
た
で
す
。
私
は
 、
 

，
 
夢
の
体
験
 接
 ，
に
は
い
っ
て
、
将
来
 

お
母
さ
ん
に
な
っ
た
と
き
に
、
や
く
に
 

た
っ
と
 思
 い
ま
す
。
 一
 退
問
と
て
も
た
 

の
し
か
っ
た
で
す
 

佐
 々

ホ
菜
穂
さ
ん
 
-
 
上
木
山
 6
 市
 一
 

ふ
だ
ん
家
で
、
せ
ん
せ
ん
手
伝
い
を
 

し
て
い
な
い
㈲
 -
-
 

し
と
二
で
も
け
じ
め
か
 

つ
き
ま
し
た
反
吐
が
い
っ
ぱ
い
で
き
 

で
う
れ
し
か
 つ
た
 け
と
、
家
に
用
り
た
 

い
な
 ァ
 ー
と
Ⅲ
 っ
た
 

せ
 
仁
平
く
ん
 
-
 
内
浦
山
 6
 年
 一
 

夢
の
体
験
 抽
は
 、
き
つ
い
と
思
っ
て
 

い
 た
け
ど
や
っ
て
み
た
ら
そ
ん
な
に
き
 

つ
く
な
か
っ
た
 、
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清
士
裕
美
さ
ん
（
 戸
 初
山
 5
 年
）
 

私
は
夢
の
体
験
 接
 に
参
加
し
て
、
 
い
 

ろ
 
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
ま
し
た
。
そ
 う
 

じ
 ゃ
 料
理
な
ど
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
 け
 

ど
 、
み
ん
な
と
作
っ
て
す
ご
く
楽
し
か
 

リ
 

た
で
す
。
体
験
 韓
が
 終
わ
っ
て
も
、
 
友
 

辻
 の
ま
ま
で
仲
よ
く
し
で
い
き
た
い
な
 

と
思
い
ま
す
。
 

東
田
 
洋
 丸
く
ん
二
口
木
山
 5
 年
 -
 

ぼ
く
は
、
夢
の
体
験
垂
で
こ
の
一
週
 

Ⅲ
い
ろ
ん
な
こ
と
を
 牛
ぴ
 ま
し
た
 -
 ふ
 

た
ん
や
っ
で
い
な
い
せ
ん
た
く
も
し
ま
 

し
た
 -
 き
つ
か
っ
た
で
す
 -
 ほ
く
は
、
 

お
け
さ
ん
か
行
Ⅱ
こ
ん
な
こ
と
を
 よ
 く
 

や
っ
て
ら
れ
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
 

こ
の
夢
の
体
検
整
で
お
母
さ
ん
の
く
 る
 

ぅ
 が
わ
か
っ
た
 

白
石
由
美
さ
ん
（
海
老
津
山
 6
 年
）
 

こ
の
体
験
で
、
み
ん
な
と
お
友
達
に
 

な
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め
 

の
ほ
う
は
、
不
安
だ
ら
け
だ
っ
た
け
ど
、
 

Ⅱ
々
が
た
っ
と
だ
ん
だ
ん
 倹
 れ
て
き
て
 

後
の
ほ
う
に
な
る
と
金
貝
と
お
友
達
に
 

な
れ
ま
し
た
，
す
ご
ー
く
う
れ
し
い
Ⅰ
 

一
 迫
間
、
み
ん
な
、
あ
り
が
と
、
 
ユ
 」
 

ざ
い
ま
し
た
，
ま
た
、
会
が
た
い
な
 ｜
 

 
 一

之
瀬
席
末
さ
ん
（
山
田
小
 W 羊
 -
 

は
じ
め
は
、
 
キ
さ
た
 

つ
ん
と
で
き
 ァ
 
の
の
 

7
.
 

つ
 

て
 目
っ
た
け
ど
 ロ
 が
た
り
に
つ
れ
で
、
 

き
ち
ん
と
、
 
中
 備
な
ど
が
で
き
る
 よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
，
で
も
、
や
は
り
少
し
 

１
１
 !
/
 
１
 7
 な
と
こ
ろ
が
あ
り
 

よ
、
 
Ⅱ
 
す
 Ⅱ
Ⅱ
 
こ
レ
 

。
へ
、
 

 
 

 
 
ま
し
た
，
そ
の
分
は
、
こ
れ
か
ら
き
 t
,
 

ん
と
で
き
る
よ
 う
 に
し
た
が
で
す
。
 
本
 

当
 に
よ
い
た
い
け
ん
が
で
き
ま
し
た
。
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Ⅰ
 

二う Ⅱ 束 @ 臼もやし ( Ⅰハ ツク ) 木綿豆腐 (1.1/  3  l.L400 ク ラ ム １ １ 

こま 油 ( 人さⅡ / 四 0 ピサ用 チ一 
ス (80 クラム、 @  ホン辞しょうゆ 
( 太 さしれ 杯 @  大根おろし ( 適 Ⅰ @ 

もやしは洗って お く @ Ⅱ 
豆腐は下前でして 水をき           

センチの 厘 さの色紙切りにする。 
0  ポソ トプレートにごま 油を熱 
し、 0 を入れて手早く 炒める。 
0  没後にピザ用のチーズを 上に 
かけ、 ふたをして蒸し 焼きにす 
    
0  ホン 川 しとう ゆ、                                 

れ きを添える 

く Ⅱの材料 4 人分 ) 
残りこ 飯 (200 クラム い ヒサ用 
細切り チ 一ス (40 クラム @  ちり め 
んしゃ こ (10 クラ エ 、 @  桜えひ (10 
クラム @  こ ほう (20 クラム、 @  青 
のり ( 歩 廿 ) 

く 作り方 ) 
0  こ ほうは 2 センチ位の良さに 
Ⅱ切りしで 包 J の 背 - でたたき、 

八 .- さらす 

0  こ仙 とチ   ス を況ぜ 合わせで     
                l つに桜 えびと 0 を 加 え まとめ 
O  Q をそれぞれ ラ ノ ブ に包み、 

几く 押し広げる。 
0 テフロン加工のフライパン - ロ 
表面がカリッ と 香ばしくなるま 
で 両面を焼く。 ( 益子レン ラ では 

表面約 3 分、 尭面 約 1 分 ) 
0  去 ， りめ んし マ、     - 人りの方に 、 

l 。 ，のりを 丑、 りかける 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 
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く
 、
成
人
健
診
や
健
康
教
室
の
問
診
て
は
、
約
二
人
に
 
一
人
の
割
合
て
す
。
 

こ
と
 

原
因
か
は
っ
き
り
と
思
い
当
た
ら
な
い
こ
と
も
多
い
こ
 
れ
ら
の
症
状
 

 
 

適
度
な
運
動
を
毎
Ⅱ
 

見
落
さ
れ
や
す
い
の
か
普
段
か
ら
の
姿
勢
の
悪
さ
て
 
す
  
 

-
 
Ⅰ
 け
 
@
@
 
Ⅰ
 

Ⅱ
け
る
こ
と
 ，
 
Ⅰ
、
姿
勢
九
包
 よ
ノ
 
人
み
 
針
る
ヵ
 

 
 

キ
 に
な
り
ま
㍉
。
 

な
に
け
な
く
繰
り
返
し
て
い
る
姿
勢
や
動
作
の
積
み
重
 
ぬ
 か
 、
 肩
こ
り
や
腰
痛
背
骨
の
負
担
を
軽
く
し
よ
 う
 l
 

な
と
か
ら
た
の
不
調
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

か
ら
だ
を
Ⅱ
 側
 ば
か
り
使
う
と
、
 
廿
 

良
い
姿
勢
を
心
か
け
る
こ
と
は
も
ち
 
ろ
 

ん
 大
切
で
す
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
骨
の
ゆ
が
み
 か お
き
ま
す
。
座
っ
て
 足
 

も
 影
響
し
ま
す
。
 

姿
勢
か
悪
い
と
と
う
な
る
け
 

な
か
で
も
お
こ
 h
.
,
 

Ⅴ
 り
い
 ㈲
 か
 Ⅱ
の
は
無
理
な
姿
 勢
 を
と
っ
た
り
、
長
時
間
を
組
む
の
も
、
買
い
物
で
 荷
物
を
持
 つ
 

Ⅱ
に
多
い
背
中
を
丸
め
た
姿
勢
は
 、
 

か
ん
た
を
支
え
る
背
骨
に
大
き
な
負
担
症
状
で
、
 

胸
 を
 圧
迫
Ⅰ
背
骨
の
中
 
は
川
じ
 姿
勢
で
い
る
こ
と
 も
 多
い
も
の
、
の
も
、
バ
ス
の
吊
り
革
を
も
つ
の
 舟
 
@
 @
@
 

ど
の
胃
の
働
き
に
か
か
わ
る
神
経
に
形
背
筋
を
伸
 ば
 し
た
り
歩
き
回
っ
た
り
し
左
右
交
互
を
心
か
け
ま
 
 
 

か
か
か
り
ま
す
。
背
骨
の
中
に
は
、
 ｜
 

か
ら
 下
 ま
で
通
じ
て
い
る
人
か
あ
り
、
押
し
、
 胃
 痛
や
胃
の
わ
た
れ
な
と
か
も
こ
、
安
田
や
 動
 作
を
切
 り
 替
え
る
こ
と
安
井
を
よ
く
し
た
り
、
 
休
力
 
ハ
 -
 
フ
ノ
 

田
 

サ
 +
.
@
 

ス
 を
う
ま
く
 し
 え
こ
 ヒ
 は
 、
兄
た
 目
や
 

も
 大
切
で
す
。
 

脊
髄
神
経
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ら
わ
れ
ま
 す
 。
 

背
中
を
丸
め
た
り
、
お
な
か
を
突
き
行
使
の
上
で
は
 もち
ろ
ん
、
気
持
ち
 良
 

神
経
を
圧
迫
し
て
炎
症
を
お
こ
し
ま
す
 "
 
 

内
腔
 の
 位
置
 か
 全
体
的
に
下
が
人
 

神
経
の
場
所
に
よ
っ
て
は
、
 届
 こ
り
ゃ
働
き
が
 弱
 ま
る
こ
と
に
も
。
さ
ら
に
は
、
Ⅲ
し
た
姿
勢
が
楽
な
人
 
は
 、
運
動
不
足
く
 %
 
口
を
過
ご
す
た
め
に
と
て
も
  
 

腰
痛
だ
け
で
は
な
く
、
 

古
ゥ
ラ
内
 
肚
の
付
き
に
 

朋
へ
 行
く
 動
脈
が
抑
さ
 え
 

血
圧
な
ど
で
背
筋
や
胆
 筋
が
 弱
く
、
背
骨
を
で
す
。
健
康
対
策
課
保
健
婦
能
見
 由
香
 

@ 日 3 目．Ⅰ 且せ 
何 Ⅰ士別 っ 
込めも 

甘 しりの 

南面 '" 
坤る 

ひざ 珪伸 Ⅰ す 

牛車つけ 手 。 
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と で す的協 

。 官 8 者事   などで l. へ 1 宗審査 秘密 " につい す 。 きは、 事件を の 課決 分など んだり 起訴 記 そのた のが・ モ 起訴処 制度が を持っ 納 うも ・加害 のと℡ 、当然   
務 く 俺 のす 考て 合邦 、 雙よ ま る い 起 いさ，   

さ てフ ヘ問 と時と接 応 の て 宣掩         
ユ せ せ町 北九州 しし， こ、 時 54 2 ー１ 7 １ l 守ら く 。相談 配ごと 相続、 相談所 年記念 貝協温 

へ 
弗 護 
健敬   係       
0 活 と合法 択   

半 円中 ら Ⅱ 
校 @   ド学 2 ま   2 % 旺 技 用で 

のす定コ桔に」 じ 人め Ⅰ @fi ・ 0 中人やぬ 
擁立 が 2 ℡ 装日ご 

楠 入念 護た国 l %  % ま 次 
  3 部 上で 募 

  7 灸 の 集   私 権 n 委り 遮   l 哲 人 Ⅱ   
北柑大 なち に 努椛保生 0@ 0 0 0 
九冊 棚 まけの 席 私 の擁陣 活人よ 高寄陣 女郎 

4 合 甘っ活容そ 泉家ろ き 
0 わ ど 助 の 」   

民 3 1 設化 せ : キと的 。 推でに会 にうの 高 く 

への な ン査 ・ チ     

ご
 存
知
で
ヲ
ガ
 0
 ，
 

検
案
審
査
会
制
度
 

  
持と @ 
参こ か ろ 目 ロ目   

  
軍 吉徴 

た木 4 
、 什時 
竹 % ま 
， 肝亜     て ・ 
ウ接 : 
キ林 
  

    
艦
で
 優
し
く
無
欲
的
な
大
学
生
を
募
 

果
し
て
い
ま
す
。
 

募
集
期
間
・
 
次
 募
集
 M
1
 円
 6
 口
   
0
 ナ
 ど
も
の
人
権
を
守
ろ
 
う
 

0
 珂
際
 他
時
代
に
ふ
さ
わ
 
，
 
・
 
-
 
い
人
楠
 

音
 轍
を
育
て
よ
う
 

    @7 千     逆 班 米 米 釆 般 つい 乗 %" １ く１ イ ・ ヒ 村人 L @ Ⅱ り 」 ｜ 杵で ・ 地 が 

を見か てです 、粗 は 別服 Ⅱ ゴ、、、は か必要 処理で は自己 くださ 

町 。 大集来でき 搬 いけ 
民 ゴと年 すま 入 。 た 
課 ミ な 4 ごす 卸 計ら 
も と り Ⅱ 。 度画す ｜ 清環ル ・・ よ 資源 - ます， 力 F, によ・、，， -@W 伎申 え ゴ， く 

巳
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、
は
 、
こ
の
地
球
上
に
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挺
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し
て
以
来
・
な
が
い
友
達
 
千
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車故件荻 ( 甘 

  
死亡者数 ( 人 

真悟吉敬 L 人 

軽朋 者数 ( 人 

l 班 毎 ，火災五宗 10 男付 
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火災の面 い 合わせ 

遠賀郡消防本部 
呑 293 一 392J 
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「   

人口           .30,400A(+38) Ⅰ軍兵 1 
， のうち 1 れ 4 人は覚国人 

女桂                         16,032A(+13) 
ⅠⅠ IL1 ひ 
ヨ宝     口口 

数 … 10 ， 276 世帯 (+  25) 

そのうす， 72 世帝は外国人世帯 
(  ) ぼ 前月との 比牡 

る 

  

出生 … 15  人 弼亡 ， ， ・ 18  人 
岡 
世一日一 

転入 … 107 人 転比 ・ -  66 人 
ま あ の広さ。                                 48.51kii めほ 

フ土 ｜ 

農業 祭 ( 高倉 ) 昭和 37 年Ⅱ同 23 日 

炭 だそ大でし 五て 地 ののあ   
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や 括 との 賀 。 一 坑 とう 臆俺た珪い接 るの は 涛をた 姿っ っ全 - カ かし 二 たが         
） 」 り 

し 揺垣 臨河 俘経捧ぢ 接しも 建て取 m き 。 軍持 欝 。 、 奪年 傍出生 
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